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熊本市新庁舎整備基本計画



【プラン対象エリアの現況】

【まちづくりの論点】

（市全体）
・熊本市の人口は減少局面にあり、今後は少子化と高齢化が進む
・自然減が進行する一方で、直近では転入者数が転出者数を上回り、社会増が続く
・若年層のうち進学や就職を行う年代の転出入が多く、特に福岡市への転出が多い
・人口減少への対策として、「抑制策」と「適応策」を推進（第８次総合計画）
（プラン対象エリア）
・中心市街地の人口は増加傾向、小世帯化が進む
・プラン対象エリアの人口は微増しているが、高齢化率は、中心市街地の中でも高い
（市全体と同水準）
・市全体・中央区ともに通勤・通学は流入超過で求心力が高く、地区内の昼間人口は
上通・下通・ 桜町・市庁舎周辺に集中
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（ポテンシャル）

（課題）

プラン対象エリア



【プラン対象エリアの現況】

【まちづくりの論点】

（観光）
・コロナ禍には観光入込数・宿泊者数・観光消費額ともに落ち込むが、現在は増加傾向。客室稼働率は
８割弱。インバウンドの増加も観光業を後押し。
・市内に訪れる観光客の約６割が市内に宿泊するものの、滞在日数が短く、半数が１泊の宿泊に留まる
・熊本城の集客力が高いが、その他の観光スポット等への回遊は少ない傾向
・観光資源が徒歩圏に多く分布し、文化・エンターテイメント施設も複数立地。特に、下通周辺はナイトタ
イムエコノミーの素地となる飲食店が充実
・シティホテル・ビジネスホテルが多く立地しているものの、ハイクラスホテルは立地していない
（産業）
・TSMCの熊本県への進出を受けて、半導体関連産業の県内・市内への進出や新たな投資の動きが加
速
・プラン対象エリア内への新設・増設を伴う業務施設の立地は、電車通り沿いに多い
・事業所数・従業員数は、中心市街地が市全体の約２割、プラン対象エリアが中心市街地の約７割を
占め、熊本市の商業・業務の中心
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（ポテンシャル）

（課題）
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【まちづくりの論点】
（ポテンシャル）

（課題）

【プラン対象エリアの現況】
・プラン対象エリア内の業種別事業所数は、｢飲食サービス業｣が約３割、｢小売業｣が
約２割、｢生活関連サービス・娯楽業｣が約１割の構成
・来街目的は、買い物、エンターテイメント、外食が主な３要素。外食は｢朝～昼｣と
｢夜｣が同程度

・プラン対象エリアの歩行者等通行量は、コロナ禍に大きく減少後、回復傾向にあるが、
コロナ禍前年の８～９割に留まる。特に休日の回復が鈍い
・プラン対象エリアの小売業は、コロナ禍の影響も受け、販売額や売場面積などが総じ
て減少傾向。
・プラン対象エリアの空き店舗等の空室件数・面積は、コロナ禍で一時増加した後、全
体としては改善傾向にある。一方、賃料水準が高い１階区画は回復が鈍い



【プラン対象エリアの現況】

【まちづくりの論点】

（電車通り沿いの特徴）
・業務施設が集積し、中高層のオフィスビルが連続して立地
・比較的大規模な敷地が並び、延床面積の大きい建築物が立地
・電車通りは幅員15m以上
（電車通り内側（中心商店街）の特徴）
・小規模な敷地が多く、延床面積500㎡以下の比較的小規模な建築物が
集積
・通町筋以南は中層・高層の建築物、通町筋以北は低層・中層の建築物
の割合が多い
・通町筋以南は幅員６m以上の格子状の道路構成、通町筋以北は狭隘な
道路も多い
・狭隘な道路に面する敷地は、建替えの際にセットバックが必要な他、斜線
制限や容積率低減等の影響を受けやすい
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（ポテンシャル）

（課題）


